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  高松市が実施する新しい総合事業の概要（訪問型サービス） 

現行の予防相当 多様なサービス 

サービス 
種 別 

① 現行相当サービス ② 訪問型サービスＡ 
(緩和した基準によるサービス) 

③ 訪問型サービスＢ 
(住民主体による支援) 

④ 訪問型サービスＣ 
(短期集中予防サービス) 

サービス
内容等 

●身体介護 
 入浴介助など － － 

専門職による居宅での相談指導等 

●閉じこもりに 
 対する支援 

●必要に応じ、 
 口腔機能向上、 
 栄養改善指導 

（6か月間） 

●手すり設置 
 等の相談 

●自主トレー 
 ニング提案 

（6か月間） 

●生活援助 
 掃除、洗濯、買い物など 

●生活援助 
 掃除、洗濯、買い物など 

●生活援助 
 掃除、洗濯、買い物など 

－ － 
●生活援助 
 草抜き、ゴミ出しなど 

実施方法 事業者指定 事業者指定 補助 
直接実施 
委託 

委託 
通所型Ｃと併用 

① 訪問介護 
 （現行相当） 

② 訪問型サービスＡ 
  （緩和した基準） 

③ 訪問型サービスＢ 
  （住民主体） 

④ 訪問型サービスＣ 
   (短期集中) 

介護保険事業所、シルバー人材セン
ター、民間事業者、地域の方々等 

介護保険事業所 地域の方々 

身体介護 

調理 

草抜き 

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス 入浴介助 

生活援助 

洗濯 

買い物 

生活援助 

電球交換 

ゴミ出し 大掃除 

掃除 

理学療法士、作業療法士、保健師、
歯科衛生士、管理栄養士等 

専門職による相談、指導、助言 
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現行の予防相当 多様なサービス 

サービス 
種 別 

① 現行相当サービス 
② 通所型サービスＡ 

(緩和した基準によるサービス) 

③ 通所型サービスＢ 
(住民主体による支援) 

④ 通所型サービスＣ 
(短期集中予防サービス) 

サービス 
内容等 

現行の通所介護と同様 ミニデイサービス等 自主的な通いの場 生活機能改善 

実施方法 事業者指定 事業者指定 補助 事業者指定 

① 通所介護 
  （現行相当） 
② 通所型サービスＡ 
  （緩和した基準） 

③ 通所型サービスＢ 
  （住民主体） 

④ 通所型サービスＣ 
   (短期集中) 

介護保険事業所、スポーツジム、スイミングクラブ、民間事業者等 

通
所
型
サ
ー
ビ
ス 

レクレーション 

デイサービス 

体操・運動等 

体操・運動 

食事 

交流の場 

趣味活動を通じた集いの場 

介護保険事業所、スポーツジム、
スイミングクラブ等 

運動・口腔・栄養プログラム 

「通いの場」（地域の方々） 

※要支援者等を中心に定期的 
 な利用が可能な「通いの場」 

  高松市が実施する新しい総合事業の概要（通所型サービス） 



協議体と生活支援コーディネーター 

・・・・・ 

第２層生活支援コーディネーター 

第１層協議体（市域） …… 介護保険制度運営協議会 

第１層生活支援コーディネーター 

第２層協議体（各地区コミュニティ単位）…地域福祉ネットワーク会議 

第３層生活支援コーディネーター…生活支援サービスを提供する団体 
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生活支援コーディネーターの活動状況 

平成２７年度 コミュニティ協議会役員会 民児協定例会  
地区社会福祉協議会研修会  自治会等地域住民への説明会 
出前講座  その他協議・打合せ等  
平成２７年１０月～３月 説明会１４４回  協議・打合せ等２１８回  

地域福祉ネットワーク会議(第二層協議体)設置      

庵治地区  香南地区      設置数 2地区 

平成２８年度 香西地区  太田地区  西植田地区  川岡地区  松島地区 

屋島地区  女木地区  下笠居地区  古高松地区  大野地区 

太田南地区  二番丁地区  新塩屋町地区  川東地区 

川添地区  前田地区  鬼無地区  塩江地区   林地区 

男木地区  東植田地区  一宮地区  国分寺北部地区 

                設置数 23地区 

地域福祉ネットワーク会議１４１回  
説明会４７回  協議・打合せ等４７８回 

平成２９年度 花園地区  鶴尾地区  国分寺南部地区  弦打地区 
（平成２９年５月末現在） 設置数 ４地区 合計２９地区 
（検討中） 牟礼地区  円座地区 
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地域の問題や資源の視覚化 

•地域の課題やニーズを話し合うとともに、ボランティア団体等の活動状況など 

•地域資源を 把握・整理し、委員間で情報共有を図る。 

課題の明確化・絞込み・順位付け 

•地域の課題やニーズを明確にし、緊急性・重要性の高いものから順位付けを行う。 

解決方法の検討 

•地域課題の解決方法やニーズの実現方法を検討し、実施する事業等を具体化する。 

住民や当事者による組織化 

•実施する事業が決定すれば、誰が、いつから、何をするのか検討する。 

実際の活動開始 

住民アンケート 
講演会・説明会 

ワークショップ など 

見守りネットワーク 
居場所づくり 

支えあいサービス など 
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大野地区 
 地域福祉ネットワーク会議 

香南地区 
 ワークショップ 
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地域にある社会福祉法人施設で 

 住民ワークショップを開催 

川東地区 

 自治会単位の助け合い 

香西地区 

 ワークショップ 
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庵治・鬼無・東植田地区 

 コミュニティバス 

塩江地区 

 見守りマップづくり 
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第２層協議体 

(地域福祉ネッ

トワーク会議)

立ち上げ検討 

第２層協議体 

(地域福祉ネッ

トワーク会議)

設置 

第２層協議体 
(地域福祉ネッ
トワーク会議)
において 地域
課題の解決方
法の検討中 

「サービスＢ」 

提供体制 

立ち上げ 

「サービスB」 

提供 

住民主体のサービス「サービスB」の提供に至るまで 

ステップ① 

ステップ② 

ステップ③ 

ステップ④ 

ステップ⑤ 



13 

会議の進行状況における課題（平成２９年度） 

進行状況 段階における課題 課題に対する対応 

ステップ 

① 

第２層協議体 
(地域福祉ネットワーク会議） 
立ち上げ検討    ２地区 

会議が増えることへの地域の負担感 
地域包括ケアシステムへの理解不足 

既存の会議に重ねる 
地域に出向き説明会の開催 
多くの住民が地域福祉へ 
興味を持つような周知啓発活動 

ステップ 

② 

第２層協議体 
(地域福祉ネットワーク会議）
設置        ４地区 

メンバーの選出 
各種団体の役員の重複による負担感 

既存の会議に重ねる 

ステップ 

③ 
地域課題の解決方法の検討中                            
         ２１地区 

課題の多様性(地域差が大きい） 
課題に対する解決方法の不足 

地域の出した課題に向き合い、 
様々な解決方法や新たな仕組み
づくり、また使える行政サービ
ス等をともに模索 

ステップ 

④ 

「サービスＢ」提供体制立ち
上げ(立上補助金の申請) 
          １地区 

地域での幅広い担い手の不足 
事務処理の負担 

担い手の育成の為の講演会 
ワークショップなど 
書類作成の手助け 
事務・手続きの簡潔化の検討 

ステップ 

⑤ 

「サービスＢ」提供     
       訪問型３地区 
       通所型１地区 

調整役などの人的資源の不足 
総合事業の理解不足 

サービス開始後も伴走型の 
支援を行う 
地域福祉ネットワーク会議に
フィードバックし支援 


